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てんかんの診療科・診療連携
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てんかんを診る診療科

小児

成人

小児科

神経を専門とする小児科医（小児神経科）

脳神経内科

脳神経外科

精神科
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2022年10月1日現在

• 会員数 3,121名

• てんかん専門医数 842名

てんかんを専門とする医師
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45%

15%

18%

18%

4%

日本てんかん学会会員の専門割合(2022/9/1)

小児科

精神科

脳神経内科

脳神経外科

基礎・医師以外

日本てんかん学会



脳神経外科

脳神経内科

精神科

小児科＞小児神経

約10,000名（日本脳神経外科学会）

5.6%

5.9%

2.5%

28.5%（日本小児科学会の6.1%）

約10,000名（日本神経学会）

約19,000名（日本精神神経学会）

約4,900名（日本小児神経学会）
約23,000名（日本小児科学会）

それぞれの診療科に日本てんかん学会員が占める割合
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てんかんの診療連携 の理想・・・

かかりつけの医師

てんかんを専門的に診れる医師

てんかんセンター

小児科 脳神経内科 脳神経外科

精神科 その他

• てんかん発作は落ち着いているが、
内服を続ける必要がある患者さん

てんかん専門医

てんかんの診療に慣れている医師

• てんかん発作が落ち着いておらず、抗てんかん薬
の調整が必要が患者さん

• てんかんの併存症が問題となっている患者さん
• 診断がはっきりしない患者さん

専門的な診断と治療 （長時間ビデオ脳波検査、外科治療など）

70%
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30%



沖縄赤十字病院

静岡てんかん・神経医療センター

自治医科大学附属病院

国立精神・神経医療研究センター【全国】

全国てんかん支援センター（NCNP全国１か所）
てんかん支援拠点病院（全国25か所）

全国てんかん支援センター及びてんかん支援拠点病院
（令和4年12月現在）

聖マリアンナ医科大学病院

西新潟中央病院

鳥取大学医学部附属病院

岡山大学病院てんかんセンター

広島大学病院

浅ノ川総合病院

東北大学病院

名古屋大学医学部附属病院

埼玉医科大学病院

札幌医科大学附属病院

大阪大学医学部附属病院

徳島大学病院

長崎医療センター

鹿児島大学病院

千葉県循環器病センター

山梨大学医学部附属病院

信州大学医学部附属病院
筑波大学附属病院

奈良医療センター

渋川医療センター

神戸大学病院

国立精神・神経医療研究センター【東京】

てんかん地域診療連携体制整備事業

2022/12/17 NCNPてんかんセンター市民公開講座



てんかんを診る医療機関リスト

https://www.ncnp.go.jp/epilepsy_center/epilepsy_support_nw/index.html
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てんかん支援ネットワーク



診療を受ける立場として
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てんかんの診断は難しい

• 医師が患者さんのてんかん発作を見ることは少ない

– 「倒れていた」「意識を失った」「けいれんしていた」「幻聴があった」

→ てんかん発作かどうか分からない

• 検査で異常が分かる患者さんが少ない

– MRI検査は正常な場合が多い

– 最初の脳波検査で異常が見つかる人は半分以下

問診に頼った診断が多くなります。

本当にてんかんかどうか分からない（＝自信がない）で治療することもあります。
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具体的な目撃情報が大事

• 本人が受診する

• 発作を見ていた、見たことのある人といっしょに受診する

• スマホ動画
問診のポイント
• 目撃者はいるか
• 発作が生じた場所・時間
• 発作の症状 ・・・自分がどう感じたか？周りの人が見てどうだったか？
• 発作の持続時間
• 誘因があるか

• 薬の飲み忘れ、感情的なストレス、睡眠不足、疲労、アルコール摂取、発熱
• 既往歴

• 熱性けいれんや髄膜炎など、てんかんの先行要因となる乳幼児期のエピソード
• 家族歴

• てんかん・けいれん
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①本人 ②目撃者

• 本人にとっての発作 （自覚症状）

– 何がありましたか？

– 発作のこと、覚えていますか？ どのように感じましたか？

• 目撃者 （他覚症状）

– どのような発作でしたか？

– どうして発作に気づきましたか？

目撃者がいない場合、てんかんの診断は難しいことが多い
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前兆 Aura

• 「前兆」 ＝ 意識が保たれるてんかん発作

• 発作の最中に自覚症状があったか

– 数秒～数十秒

– 発作がくるのは分かりますか？ どのような感覚ですか？

• ありません… いつも知らないうちに発作になっているんです。 → 前兆がない発作

• 発作が来るのがわかります。何とも説明できない感覚です。 → 前兆がある発作

– 発作によって、前兆があったことを忘れていることもある

• 「発作がくることを教えてくれる」という目撃 → 前兆がある可能性が高い

– 前兆は「発作」ではないと思われている場合がある

• 前兆の有無をこちらから聞く。 前兆だけで終わることがあるか？

– 「発作があった」ことが後で分かる患者は多い → 前兆ではない

– 予兆（prodrome）： 「発作が起きそうな日」 → 前兆ではない
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さまざまな前兆 患者さんによって異なる

• 漠然とした感覚 なんとも説明できない

• 不安感 既視感 未視感 → これだけだとてんかん発作とは言い切れないが…

• 気持ち悪さ、嘔気、むかむか

– みぞおちのあたりからこみ上げてくる感覚（上行感） “epigastric uprising sensation”

→ 内側側頭葉てんかん（海馬硬化症など）の可能性が高い

• 動悸 → 自律神経発作の可能性

• 頭痛

• 幻聴

• 「けいれん」 ← 一次運動野の発作

• 嗅覚症状 「嫌なニオイ」

• 視覚症状

• 体性感覚症状 → 左右差や身体上の局在があるか

• 聴覚症状

• 失語 「言葉がでなくなる」 → 言語優位半球（左脳）での発作
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全般性強直間代けいれん 「けいれん発作」

• 患者さんや目撃者の言う「けいれん発作」を鵜呑みにしない。

• 目撃する人が慌てるような、激烈な発作

– 「白目を剥いて、泡を吹いて・・・」

– 「すごい唸り声がして、ベッドがバタンバタンと物音がするので駆けつけると・・・」

• 強く四肢をつっぱって（あるいは曲げて）硬直し、それからガクンガクンという「けいれん」に至る

• 頭部の回旋（向反）を伴っていたか？

– 眼球とともに顔を一側上方に向けて、「顎が引っ張られるように」回旋

• → 回旋した方向とは逆の大脳に由来する焦点発作の可能性

• 舌を噛んだか？ 失禁があったか？

• 筋肉痛が残ったか？
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Tatum WO, Hirsch LJ, Gelfand MA, et al. 
Assessment of the predictive value of outpatient smartphone videos for diagnosis of epileptic seizures. 

JAMA Neurol 2020; 77(5): 593-600.

スマートフォンビデオの有用性

てんかん発作の確定診断への感度89.1%、特異度93.3%

*長時間ビデオ脳波に基づく確定診断
*スマートフォンビデオを専門医が見た場合
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アプリの活用

https://nanacara.jp/nanacara/

• 発作日誌

• 服薬の記録
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病気を知る

• てんかん学習プログラム

• 市民講演会

• インターネット・ブログ

– 偏った情報のこともあり、注意が必要

• 書籍
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診断に疑問があるとき、困ったとき

• おそらく、主治医の先生も困っています。

• 主治医の先生を信頼する

– 診断や治療がうまくいくかいかないかは、医師の能力だけで決まらない。

– 「後だしジャンケン」

• 主治医を変える

– 医師はそれぞれの経験に基づいて治療をしています。

– 経験の違う医師に変わることで、良い方向に向かう場合があります。

• セカンドオピニオン（自由診療）

• 相談窓口： 日本てんかん協会、てんかん支援拠点病院など
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演者私見



まとめ

• 小児は小児科、成人は脳神経内科、脳神経外科、精神科

– 医師には得意・不得意がある。

• 発作をきちんと伝えるのがカギ

– 自分で分からないこともあるので、発作を見た人の助けもかりる。

– “スマホ”

• てんかんを知る
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